
令和５年度　学校自己・関係者評価システムシート（私立栄東高等学校）
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＊重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目(年度達成目標を意味する)は複数設定可。

＊番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

番号

　受験生や保護者との接点を増
やすために、LINEなどSNSを積
極的に活用し、定期的に本校の
情報を届けていく。
　Classiの利用については、さ
らに保護者の方への情報提供や
連絡を増やし、周知を徹底して
いく必要がある。

　学校の顔であるHPが見やすくな
り、今後志願する生徒や保護者にも
好印象であると感じた。
　積極的なSNSの活用は有効であり
生徒たちの日々の様子など最新の情
報を発信し続け、栄東の名を広めて
いってほしい。
　Classiを利用した保護者への連絡
や連携は十分機能している。

B

　集団生活における帰属意識と
いった他者との協調、互いに認
め合う心の大切さをすべての教
育活動で指導を続けていく。
　主体的な取り組みに対する意
欲は、校外でのマナーなどにも
つながるため、主体性を持つ生
徒を育てるよう努める。

　学校行事が通常に戻りつつあるの
で、生徒に積極的に参加をしてもら
いたい。
　学校生活や協働作業から主体性だ
けでなく、集団生活における協調性
やお互いを尊重しあうこと、多様な
価値観、考え方を学び下級生に引き
継いでほしい。

　HPの改善がなされて、以前よ
り見やすくなり、各教員による
発信も増加している。
　HPや学校説明会・進学相談会
など、本校の取り組みを効果的
に発信したことで多くの受験志
願者数を確保できた。
　Classiを活用しての保護者と
の連携はある程度できた。

A
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　学校生活や特別活動を通し
て、健全な心身の育成、豊か
な人間形成に努めている。
　校内外でのマナーやモラ
ル、他者への思いやり、感謝
の気持ちを育むための継続的
指導を徹底する。

・学校行事への取
　り組み状況
・部活動参加状況
・校内外でのマ
　ナーの状況

・文化祭等の学校行事の充実
・部活動への参加奨励
・ＨＲ指導・生徒集会等にお
　ける公共マナー指導や外
　部講師を招いた講話による
　啓発
・生徒会主催の公共マナー
　アップ運動

・学校行事への取り組みが意
  欲的であったか。
・部活動への参加が積極的で
  あったか。
・マナーを意識した節度ある
　行動がとれたか。

　学校行事への生徒の主体的な
取り組みは評価に値する。
　多くの部活動が大会やコン
クールで輝かしい成果を上げる
ことができた。
　多くの生徒が品性を保った行
動を取れているが、周囲への配
慮が欠ける生徒も多少いる。
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　HPや説明会を通じて本校の
教育活動や生徒の活躍等の外
部発信を行っている。LINE等
のSNSも駆使しながら積極的
な募集広報活動を行い説明会
や相談会への動員及び受験志
願者数の確保に努めている。
Classiの配信で保護者向けの
情報提供を適宜行っている。

・HPやLINEの配信頻
　度、内容の充実
　度、学校説明会や
　進学相談会等募集
　広報活動の推進、
　動員状況
・受験志願者数
・Classiの活用状
  況

・HPやLINEを通して発信する
　学校情報のさらなる充実化
・学校説明会や進学相談会等
　募集広報活動の積極的な推
　進
・Classiの掲載内容の充実

・本校の教育活動や生徒の活
　躍等が内外に十分周知、理
　解されたか
・学校説明会や進学相談会へ
　の動員および評価が得られ
　たか。
・Classiが十分活用されてい
　るか。

　生徒同士が互いに刺激しあい、自
発的に学習に取り組む環境がある。
また、学習に取り組む姿勢の底上げ
を行ってもらいたい。
　生徒に寄り添った進路指導を積極
的に行い、生徒一人ひとりに対応し
た支援を継続してほしい。
　新課程・共通テスト対策に力を入
れており評価に値する。また、中下
位層生徒の学力向上にも尽力し支援
も厚くできるとよい。
　教育の大前提の新学習指導要領へ
の対応を引き続きお願いしたい。
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　探究活動やアクティブラー
ニングを通して問題発見力・
課題解決力の養成に努め、周
囲と協働して研究、発表等を
行っている。
  語学研修を通して、国際理
解教育を推進している。

・アクティブラー
　ニングの各種プ
　ログラムや探究
　活動の成果
・生徒の意欲的で
　主体的な取り組
　み状況と成果
・語学力の向上と
  国際理解

・問題を俯瞰させ、解決に至
　るプロセスを思考させる
・生徒の課題解決力や論理的
　思考力を高めるための助言
　指導
・学校全体で探究活動を推奨
　し、発信する機会を増やす

・生徒が主体的かつ意欲的に
  取り組んだか。
・生徒の様々力を養成するプ
　ログラムとなっていたか。
・探究活動の発表の場を設け
　てプレゼンテーション能力
　を高められたか。
・語学研修が意義のあるもの
　であったか。

　生徒各々の学校内外の活躍が
成果としてあらわれてる。
　ALポータルで様々なプログラ
ムを紹介した結果、校外のプロ
グラムに以前より多くの生徒が
参加を希望するようになった。

B

　アクティブラーニングをさら
に多くの授業に取り入れ、自立
的な学習態度を養成する。
　土曜講座を通して社会参画や
コンテストなど、校外で活動す
る機会をさらに増やして生徒が
活躍できる場を増やす。また、
校内での活動の機会も増やして
いく。

　自分の興味のある活動に主体的、
意欲的に取り組み、結果的に学力の
向上につながった。
　校外活動など、経験が力になって
いることは素晴らしい。今後も学習
の場を広げて様々な経験をさせても
らいたい。
　栄東＝アクティブラーニングが学
校選びのポイントとなっている。

次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価

1

　効果的な授業を実施し、基
礎学力の定着や実践力の養成
に努めている。
　教員個々が自己研鑽を積み
重ね、生徒の主体的で自律的
な学習姿勢の育成に努めてい
る。
  時代の変化に合わせ多角的
な進路指導体制を充実さる。
  新教育課程を踏まえてカリ
キュラムを精査する。
　大学入学共通テストへ向け
て対策を講じる。

・主体的な学習姿
　勢の高揚と学力
　の定着度合
・教員の教科指導
  力
・進路指導成果
・大学進学実績
・大学入学共通テ
　ストの対応・対
　策

・教員個々の研鑽、研究授業
の充実
・進路指導会議、進学講演
会、進路ガイダンスの実施
・二者、三者面談の実施
・カリキュラム委員会の実施
・現行カリキュラムの検証、
見直し
・大学入学共通テスト・各大
学入試問題の分析と、指導法
改善に向けた検討

・学習指導の工夫、改善によ
り生徒の学習意欲を向上さ
せ、学力の定着が図れたか。
・教科、学年、学校全体の指
導体制が効果的に機能してい
たか。
・進路指導が効果的に機能し
進学実績に結びついたか。
・教育目標達成のためのカリ
キュラムを作成できたか。
・大学入学共通テストの対策
が効果的になされたか。

　生徒間の主体的な学習姿勢
は、二極化傾向にあり、全体の
底上げが必要である。
　新学習指導要領に対応した教
育課程は概ね機能していた。
　学級担任、進路指導部を中心
に進路指導が機能して、大学合
格実績の成果を得た。
　思考力や読解力を養成する教
材を活用して、大学共通テスト
対策を効果的に実施することが
できた。

B

　主体的な学習姿勢が欠ける生
徒の、学習へのモチベーション
向上の働きかけが課題である。
　学年・教科担当・進路指導部
が連動し、進路指導体制をさら
に発展させる。
　カリキュラム・マネジメント
を継続的に実施し、さらに進化
させる。
　教員全体として、新課程の内
容を熟知し、大学入学共通テス
ト対策をさらに構築する。

現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度

４．本校の教育活動を生徒、保護者および、受験志願者、地域住民に対し、幅広く広報し、情報提供を行う。

学校自己評価 学校関係者評価
年度目標 年度評価 書面での回答

重点目標

１．平素の授業を充実させ、意欲的に学習に取り組む姿勢を育むとともに、万全のサポート体制のもと、生徒
    全員の進路希望の実現に努める。 達

成
度

ほぼ達成　（8割以上）

学校関係者 ７ 名
概ね達成　（6割以上）

２．横断的な学習を通して、問題発見力や課題解決力、論理的思考力を養い主体的な学習姿勢を育てる。 変化の兆し（4割以上）

３．部活動や学校行事等を通して、個性を尊重し合う心と、さまざまな問題に対応することのできる資質を育てる。 不十分　　（4割未満）

目指す学校像
　建学の精神「人間是宝」、校訓「今日学べ」のもと、豊かな人間形成を図り、社会に寄与する人間の育成を積
極的に推進する。また、生徒一人ひとりの充実した学校生活と進路希望実現を目指し、生徒、保護者の期待に応
える進路指導の在り方を実践する。


